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研究成果の概要：料理活動は、人をいきいきさせ、豊かな人間関係を構築し、自立支援や認知症周
辺症状緩和等、高齢者の生活の質（QOL）の向上を期待できる。認知症高齢者でも適切な支援が
あれば料理活動の継続が可能である。本研究では、このような料理活動を支援する方法論を確
立するため、高齢者施設における介入調査およびグループホームにおける料理活動の実態調査
を行い、認知症高齢者に適切な支援方法や料理活動の内容を明らかにした。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,000,000 0 1,000,000 

２００７年度 600,000 180,000 780,000 

２００８年度 600,000 180,000 780,000 

年度  

  年度  

総 計 2,200,000 360,000 2,560,000 

 
 
研究分野：食生活学  
科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 
キーワード：高齢者、調理、料理療法、医療・福祉、認知症、アクティビティ、グループホー

ム、リハビリテーション 
 
１．研究開始当初の背景 

高齢者、料理をつくること（料理活動）
は、生活の中で繰り返されてきたなじみの
作業である。料理活動は高齢者を「いきい
き」と元気にし、自立支援や認知症周辺症
状緩和に有効であると知られるようになっ
た。そのため近年、グループホーム等の高
齢者施設において、高齢者自身が料理をお
こなうアクティビティが定着してきた。認
知症高齢者であっても、適切な支援さえあ
れば料理活動の継続が可能である。 

これまでの研究により、料理活動は高齢

者の日常生活での「役割」を再認識し「自
信」を取り戻し、情緒の安定や豊かな人間
関係の構築をし、「認知症の周辺症状の緩
和効果」も期待できることを明らかにして
きた。しかし高齢者の料理活動を支援する
方法論は十分に確立されているとはいない。
そこで、高齢者の自立支援や認知症の周辺
症状予防に効果のある「料理療法」を確立す
ることが本研究の最終的な目的である。 
 高齢者施設の実践の中で個々に培われた
内容や、支援の方法など、経験による「術」
を検証・理論化・一般化し、体系的な「学」



へと総括し「料理療法」の方法論を確立し
たいと考える。すなわち、料理活動を、音
楽療法や園芸療法のような高齢者ケアの一
つの手法として認識を広め、実用性を高め
るものである。 

 
 
２．研究の目的 

本研究の最終的な目標は、「料理療法」
の確立である。本研究では高齢者を対象と
して、「自立支援」および「認知症周辺症
状の緩和」に有効な料理活動を支援する際
の方法論の開発をめざす。今回の申請期間
中においては、特に下記 4 つの課題を解明
したい。すなわち、1. 支援方法の確立、2. 
簡便な効果評価法の確立 3. 料理メニュー
の解析、4. アセスメント指標の整備、であ
る。 

 
(1）支援方法の確立 
 料理活動は単に料理をつくるだけでなく、他
人と一緒に作る、他人に教える、といった「人
が介在する」活動であり、スタッフの支援法も
重要な要素である。対象者の自立を促す支
援法とはどのようなものか、熟練したスタッフ
の支援法の観察から明らかにしていく。 
 
(2)簡便な効果評価法の確立 

料理活動の効果を客観的に評価するた
めに、どのような評価法が有効か、これま
でも検討をおこなってきた。継続して、簡
便な評価法の確立をめざす。 

 
(3)料理メニューの解析 

これまでの介入調査により実施した料理メ
ニューは全て事後評価をおこなっている。こ
れらの評価内容を解析し、どのような料理が
高齢者の料理活動のグループ活動に適して
いるか、これらのメニューに求められる要件は
どのようなものか検討を行う。 

 
(4)アセスメント指標の整備 

①どのような人が料理活動を好むのか、②ど
の程度可能か、ということを支援者が事前にア
セスメントする必要がある。支援者の経験により
判別してきたこれらの要素を一般化し、料理活
動の経験の少ない施設・スタッフも、容易にア
セスメントができる指標を明らかにする。 

以上の課題を解決し、「料理療法」の確立を
めざしたい。 
 
 
３．研究の方法 
 高齢者施設における介入調査による事例調
査をおこなうと共に、他の施設に対するアンケ
ート調査もあわせて実施し上記課題の解明を
行った。 

(1)高齢者施設における介入調査 
 介護老人保健施設「らぽーと」（神戸市北区）
との共同研究にて行った。全期間を通じて、本
施設において、入居高齢者（一般および認知
症高齢者）を対象として定期的に料理活動の
介入調査を実施した。参加者は、毎回1グルー
プ4～5名であり、支援スタッフは管理栄養士を
中心に、介護職およびボランティアで合計３～
5名であった。各回終了後、参加スタッフで、料
理活動内容や料理メニュー、支援方法の評価、
および参加者の効果評価を行った。 

①片麻痺認知症高齢者に対する事例研究 
料理活動グループに参加する片麻痺を持つ

A氏（83歳・男性）の参加の様子および支援方
法を参与観察した。2005年10月から2007年5月
までの10回を調査対象とした。 
②料理メニューの解析 
 本施設における2004年1月～2008年5月まで
の認知症高齢者を対象とした料理活動におい
て実施した料理メニューを解析対象とした。各
回における実施料理に対する事後評価および
自由記述を元に料理の内容を解析した。 
 
(2)認知症高齢者グループホームに対する実態
調査 
 2009 年 1 月、全国のグループホームから

無作為抽出した 1155 施設を対象に、郵送法
調査を行った。有効回収 366 票、有効回収率
は 31.7%であった。調査の内容は、入居者の日
常の料理活動参加頻度、料理活動の内容、
料理活動の効果に対する意見等である。 
 

 
４．研究成果 
(1) 片麻痺認知症高齢者に対する事例研究 
①片麻痺認知症高齢者に対する料理支援 

片麻痺認知症の対象者でも、適切な支援を
行えば様々な調理操作を行うことは可能で
あった。ただし、認知症高齢者の料理活動の
特徴として、切る野菜が変わるときや、切る
操作からゆでる操作に移るときなど作業工
程が変わるときには必ず口頭指示が必要で
あり、自発的に次の動作に移ることはできな
かった。 
調理操作では、硬いものを切ることは困難

であったが、青菜などやわらかいものでは、
支援者が手を添えれば切ることが可能であ
った。また固い材料をあらかじめレンジをし
てやわらかくしておく、皮むき器やはさみを
使用するなど、道具や支援方法を工夫するこ
とで、可能な調理が広がった。 
②グループにおける料理療法の進め方 
グループ内では、できることの少ない人か

ら役割を決定すると、それぞれの対象者の能
力に応じた役割分担が可能になり調理がス
ムーズに進んだ。 
そのために具体的な成功メニューの例は、



ちらし寿司など、切る材料の種類が多い料理
1 品と、団子などのなじみのある料理を組み
合わせた、合計 1、2品程度が適当であった。 
認知症高齢者は切る操作は集中力が高く、

充実感を得ることができた。特に、切る材料
の種類が多いと、さまざまな固さの材料があ
り、参加者全員で役割を分担しやすかった。 
調理時間は、90 分以内が適切であった。 
③料理活動の効果 
 少人数で実施する活動であることから、対
象者と支援者、また対象者同士が話をゆっく
りする機会となり、コミュニケーションの増
加がみられた。また料理活動はなじみのある
活動であるため、味付けの提案をするなど、
自信回復の機会となった。さらに記憶に関し
ては、料理をおこなったことを比較的長期間
記憶していた。また料理活動の翌日に HDS-R
をおこなったことろ野菜の名前がスムーズ
に思い出せた。今回は月に 1回程度の実施で
あったが、今後日常的に料理を行うなど継続
して実施することができれば、認知症緩和の
可能性もあるのではないかと推測された。 
④効果評価表の検討 
 個別評価は「愛媛式音楽療法評価法」（老
年精神医学雑誌、11(7)805－814,2000）の中
から、料理活動に適当と考えられる項目を一
部抜粋して使用した。「表情」「参加意欲」
「集中力」「発言」「他の参加者との交流（社
会性）」の 5項目である。今回、具体的な評
価基準を使用したことで、ばらつきは少なく
なった。しかし、「参加意欲」に関しては、
認知症高齢者では評価 5点に該当する「自主
的に参加する」という場面は極めてまれであ
ること、この「参加意欲」は料理活動に参加
するまでの評価であるため、料理活動中の効
果評価としては不適であろうと思われた。今
後、評価方法、評価項目ともに再検討し、料
理活動の効果を評価するのに適切な評価指
標を確立する必要がある。 
 
(2)料理メニューの解析 

①実施料理メニューの内訳 
解析対象とした期間の料理活動は、合計 36

回で料理数は 77 品、平均 2.1 品であった。
料理時間は 50 分～130 分であった。 

内訳は、主食が 28 品（37％)、デザート 24
品（31％）、副菜 12 品(16％)という内容で
あった。その中でも、ちらし寿司、巻き寿司
など寿司類が 10品と最も出現率が高かった。
次にデザートの白玉団子が 6 品と高かった。 
②メニュー評価の観点 
 料理の決定方針としては、季節感を取り入
れる、参加者が希望するもの、グループおよ
び個々の能力で調理可能なものという点に
配慮した。1回から 20 回までのメニューにつ
いて、事後評価の自由記述から、認知症高齢
者のグループでおこなう料理メニューとし

ての評価の観点を整理した。その結果、1)作
業量に関する事項 2)内容、難易度に関する事
項、3)調理時間、4)役割の均等性という 4つ
の観点に分類された。1)作業量に関しては、
「切る作業」に関する記述が最も多く、切る
作業が多いと、参加者に満遍なく仕事が行渡
り満足感が高かった。2)内容、難易度は、団
子は手続き記憶が残っていて取り組みやす
かった。好物（寿司、デザート）などがある
と、活気がでた。また、なじみのある料理で
あることも重要であった。3)調理時間は、料
理の品数、分量、難易度などで左右された。
調理時間が長くなると疲れがみられたため、
60 分～90 分以内が適当であった。4)役割が
均等にあることは重要なポイントであった。
以上、4 つの観点に加えて、季節感があるこ
とと、自主性を発揮できるメニューというこ
とをグループ活動における料理メニュー評価の観点

とした（表）（ただし、「自主性の発揮」に
関しては、認知症のグループの場合は必ずし
もなくてもよいとした）。 
 

グループ活動における料理メニュー評価の観点 

□作業量（品数、操作量、分量）が適切であった。 

□内容、難易度が適当であった。 

□調理時間が適当であった （60 分～90 分以内）。

□役割が各人に均等にあった。 

□季節感があった。 

□自主性・計画が発揮できた。 

以上の結果をもとに、難易度別に料理メニ
ューの整理を試みた。現在試案の段階である。 
 
(3)認知症高齢者グループホームにおける実
態調査 
①調理回数 
認知症高齢者グループホームにおける料

理活動に関する実態調査を行った。有効回収
のあった 366 施設のうち、日常の食事作りの
中で、入居者が参加する料理活動の頻度は、
三食のいずれかで「ほぼ毎日おこなう」施設
が約半数を占めた。また、入居者が参加しな
い施設も約 13％あった。 
②調理の内容 
入居者が日常の食事づくりに参加してい

る施設のうち、入居者がおこなっている調理
操作は、「包丁の使用」が約 8 割の施設が実
施しており、「テーブル拭き」（約 9 割）に次
いで実施頻度が高かった。次に「盛付け」「味
見」「野菜洗い」の順であり、「火を使う調理」
をおこなっている施設は約 2 割と低かった。 
③料理活動のアセスメントの指標 
料理活動のアセスメントの指標として、料

理活動に協力的な人をたずねたところ、「料
理が好き」「主婦暦の長い人」という回答に
加え、「世話好きな人」「役にたつことに喜び



を感じる人」という認識が高かった。 
④料理活動の効果 

9 割以上の施設が「役割感の向上」と回答
しており、さらに「自身の回復」「手先のリ
ハビリ」に有効と認識されていた。「食事量
の増加」という回答も 2 割近く見られた。 
実施している料理の成功例や失敗例、料理

活動に関する悩みなどの実態も解析中であ
る。 
 
(4)まとめ 
以上の結果より、自立支援・認知症予防

に有効な料理活動の支援方法の課題につい
て解明をおこない、一定の成果を得た。 

本研究は家政学・調理学と医学、福祉、
心理分野との学際的な研究である。国内で
は、生活療法的ケアの一つと位置づけられ、
作業療法学、看護学、心理学分野の研究が
見られる。家政学分野では若干みられたが、
調理学においては未開拓であった。調理学
とこれらの分野を結び、調理学に新たな一
分野を開拓したと考えている。今後さらに、
日常生活の中で「料理活動」が持つ重要性
を家政学、調理学の立場から発信していき
たい。 
 

(5)今後の展望  
今後本研究成果をもとに、料理活動経験

の少ない施設に対して、「料理活動」の重
要性や実施するための具体的なノウハウを
ホームページやパンフレットなどで広く提
供していきたい。 

料理メニューについては、介入調査の結
果と実態調査の結果を合わせて、難易度別
にメニューの整理を継続して行う予定であ
る。 

さらに「料理活動」の有効性を広く一般
に認識してもらうためには、さらなる根拠
が求められる。客観的な評価手法を確立し
て、「料理活動」の重要性を客観的に評価
していくことが課題である。 

今後さらに研究を積み重ね、「料理療法」
の方法論を充実させていきたい。 
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